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👉DX時代の情報管理とは？

（岡崎教授のまとめより）

1. Society5.0時代のデジタルデータ管理における、多面的ア
プローチの必要性
①ビッグデータの活用
②イノベーション創出

2. 情報ガバナンス：内部統制とオープンデータとの両立
①オープンデータ
②情報ガバナンス

3. 大学における情報管理とオープンデータ
①オープンサイエンス
②情報公開・共有の主体としての大学

1．私の問題意識
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DX時代の情報管理とは？

1．私の問題意識
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インプット アウトプット

データ活用
オープンデータ
オープンサイエンス

イノベーション創出
情報ガバナンス＆リスク管理
オープンガバメント＆産学連携



👉私の問題意識

【1】（インプット／アウトプットの精度を高める方法はいろ
いろあると思うんですが…）インプットとアウトプットの連携
を考えたい
①インプットとアウトプットのバランスを調整するの
が情報ガバナンス
②インプットを高めればアウトプットも良くなるとい
う謎の信仰

【2】政府／行政／公共政策という領域
①社会の他セクターから見て恐ろしいほど非効率
②DXで何か変わりますか？
③知のアーカイブとして大学ができることは？

1．私の問題意識
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👉政治の仕組み

2．現状分析ーEBPMの課題

6

• 民意というデータを集めて（インプット）
• 政策に変えていく（アウトプット）

👉インプット・アウトプットと考えたときに政治の仕組
みってどうですか？



2．現状分析ーEBPMの課題

インプット／ニーズ

アウトプット／フィードバック

・選挙が3～4年に1回ある
・選挙区ごとにしか投票できない
・候補者にしか投票できない（政策ごとに投票できない）
・民意を汲み取る粒度が粗い
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民意

政策
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たとえばECサイト（Amazon･･･）
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2．現状分析ーEBPMの課題
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たとえば

インプット／ニーズ

アウトプット／フィードバック
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たとえばECサイト（Amazon･･･）

2．現状分析ーEBPMの課題
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10

たとえば教育現場

2．現状分析ーEBPMの課題



インプット／ニーズ

アウトプット／フィードバック
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たとえば教育現場

2．現状分析ーEBPMの課題



👉比較してみると…

インプット→アウトプットの循環

【ビジネス】数秒～数日

【教育】数日～数週間

【公共政策】3～4年に1回！！
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2．現状分析ーEBPMの課題



👉そこで登場！EBPM
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2．現状分析ーEBPMの課題



👉そこで登場！EBPM

・OpinionBPM

・土地勘BPM

・経験BPM

・たまたま上手くいった事例BPM

Evidence Based Policy Making

でも本当に上手くいってますか？現実は？
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2．現状分析ーEBPMの課題



👉そこで登場！EBPM

https://www.city.fukuoka.lg.jp/shicho/kocho/opinion/00

2.html
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2．現状分析ーEBPMの課題

https://www.city.fukuoka.lg.jp/shicho/kocho/opinion/002.html


👉そこで登場！EBPM

https://www.city.fukuoka.lg.jp/shicho/kocho/opinion/00

2.html
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2．現状分析ーEBPMの課題

https://www.city.fukuoka.lg.jp/shicho/kocho/opinion/002.html


👉そこで登場！EBPM

PDF-BPM

二次利用できないPDFの山！！
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2．現状分析ーEBPMの課題



👉結局、課題は何？

a) インプットの課題

b) アウトプットの課題

これらを個別に解決したとして、2つは本当に結びつくの
か？
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2．現状分析ーEBPMの課題



👉研究と政策

〇 アクターが多様（e.g. お金みたいな単純なKPIを設定し
にくい）

〇 短期的な成果・評価と相性が悪い
〇 放っておくとどんどんと蛸壺化・細分化したものができ
ていく
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3．研究と政策



3．研究と政策
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民意

政策

政策目的の発見・形成

データ
エビデンス

政策手段の改善

「目的探索型のデータ」があるのと、
「手段改善型のデータ」があるのは…研究も同じ



3．研究と政策
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3．研究と政策
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データ
エビデンス

EB目的Mをすればよいのか？
「目的」を合意形成するプロセスが必要（4節に続く）



4．大学（図書館）の新しい役割
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👉人文学の役割？

・ 価値・規範の体系
・ 対話・合意形成・問題解決の歴史・ノウハウ

政策目的の発見・形成

データ
エビデンス

政策手段の改善

👉人文学（価値の発見）

👉情報学（価値の実現）



4．大学（図書館）の新しい役割
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👉ひとつの可能性

サイエンスショップ
シティズンサイエンス
コミュニティ・ベースド・リサーチ

• 地域住民が抱えている問題や疑問、課題を持ち込む
• 科学者や専門家が調査、研究
• 成果を公開（公共空間で共有）
• ヨーロッパ、アジア、北米などで類似の試み



4．大学（図書館）の新しい役割
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課題
研究成果

蓄積

アクセス アクセス

政策形成

一般市民

研究者

政府

図書館

対話・合意形成



まとめ
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• 情報のインプットとアウトプットをどのようにつなげて
いくか

• 「目的探索型のデータ」と「手段改善型のデータ」

• 目的と価値をどう形成していくか（人文学の役割）

• 研究と政策をつないでいくアリーナとしての大学（図書
館）

• データ／研究／評価／政策をシームレスにつないでいく
システム



29公共政策を決めるのは誰？
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